
平成 30 年 12 月１日（毎月１日発行）（1）（第 5 9 8 号） 紀州有田商工ニュース《市民版》

12月3日（月）・10日（月）
17日（月）・25日（火）

12月11日（火）
午後1時～3時

12月12日（水）
午後1時～3時

12月4日(火)・11日(火)
午後7時～9時

12月11日（火）
午後1時～3時

12月10日（月）
午後1時～3時

12月10日（月）・25日（火）
午後１時～３時

午後1時～午後3時

相談員　経営指導員

場所：紀州有田商工会議所場所：紀州有田商工会議所 場所：紀州有田商工会議所

創業・融資・労務管理など経営の諸問
題についてご相談をお受けします

簡易帳簿、複式記帳の付け方
（パソコン会計含む）や税務に
関する相談をお受けします

相談員　経営指導員 場所：紀州有田商工会議所
労働時間、就業規則、時間外
協定等労働に関する相談及び
各種助成金の相談

相談員　村上　寿美子氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※�専門の産業カウンセラーが相談
をお受けします。

年末運転資金が必要な方、設
備資金の必要な方は、ご相談
下さい。
借入一本化など総合的な融資
の相談に応じます。

※詳しくは、商工会議所まで

相談員　村上寿美子　　
　　　　社会保険労務士

年金、各種助成金に関する
ご相談

経 営 窓 口 相 談

メンタルヘルス対策相談

12月12日（水）
午後１時30分～３時

金 融 相 談 年金・助成金相談

労 務 相 談 記帳・税務相談

紀州有田商工会議所

12月窓口相談・セミナー等
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡ください　TEL：83－4777

　
和
歌
山
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
会
長
・
片
山

博
臣
和
歌
山
商
工
会
議
所
会
頭
）
は
十
月
四
日（
木
）

に
和
歌
山
県
庁
を
訪
れ
、
平
成
三
十
一
年
度
の
要

望
書
を
仁
坂
吉
伸
知
事
に
提
出
し
た
。

今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　TEL：８３－４７７７

和
歌
山
県
知
事
に

平
成
三
十
一
年
度
要
望

12月18日（火）
午後1時30分～4時30分

特許・発明相談 商 　 人 　 塾 年末調整説明会

人材開発支援助成金の支給額

　

紀
州
有
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
が
サ
ン
タ
に
扮
し
て
、

お
宅
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
達

い
た
し
ま
す
。

実
施
日
…
十
二
月
二
十
二
日（
土
）

配
達
時
間
…
十
九
時
～
二
十
一
時

申
込
締
切
…
十
二
月
十
二
日（
水
）

問
…�

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

青
年
部

　
　

℡
八
三
―
四
七
七
七

当
商
工
会
議
所
会
員
委
員

会（
田
中
賢
司
委
員
長
）で
は
、

会
員
福
祉
事
業
の
一
環
と
し

て
、十
一
月
二
十
一
日（
水
）京

都
市
伏
見
方
面
へ
会
員
親
睦

旅
行
を
実
施
し
た
。参
加
者
は

三
十
二
名
。昔
の
海
運
と
し
て

発
展
し
た
十
石
船
に
乗
船
し

た
。月
桂
冠
大
倉
記
念
館
を
見

学
。昔
の
酒
造
り
は
醸
造
方
法

を
見
学
。そ
の
後
、坂
本
龍
馬

の
常
宿
で
あ
る
寺
田
屋
を
見

学
。最
後
に
商
売
繁
盛
の
神
様

が
祀
ら
れ
て
い
る
伏
見
稲
荷

大
社
を
参
拝
し
た
。平
日
に
も

関
わ
ら
ず
大
勢
の
観
光
客
で

賑
わ
っ
て
い
た
。ろ
く
に
外
国

人
が
多
く
大
き
な
声
で
会
話

し
て
い
る
の
が
印
象
に
残
っ

た
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
「
有

田
の
『
食
』の
祭
典
」を
テ
ー

マ
に
「
第
十
八
回
有
田
ふ
る

さ
と
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
」

を
十
一
月
四
日（
日
）有
田
市

民
会
館
前
に
て
開
催
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ

八
，〇
〇
〇
人
の
来
場
客
で

賑
わ
っ
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
吹
奏

楽
演
奏
、ダ
ン
ス
、マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
有
田
う
ま
い
も
ん

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
」も
同

時
開
催
。出
店
作
品
二
十
一

点
が
投
票
形
式
で
競
い
合
っ

た
。順
位
に
つ
い
て
は
以
下

の
通
り
。

第
一
位

　
「
和
歌
山
焼
き
ラ
ー
メ
ン
」

第
二
位

　
「�

熊
野
牛
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ

の
金
山
寺
味
噌
ダ
レ
丼
」

第
三
位

「
有
田
た
っ
ち
ょ
ほ
ね
く
丼
」

事
業
所
へ
勤
務
す
る
人
々
に

有
田
市
へ
定
着
し
て
頂
く
取

り
組
み
（
大
阪
市
、
和
歌
山

市
等
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
）

を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、通
勤
の
手

段
で
あ
り
ま
す
Ｊ
Ｒ
の
利
便

性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、通
勤
時
間
の
短
縮
の
た

め
の
快
速
電
車
の
増
便
が
望

ま
れ
ま
す
。当
市
の
現
状
と
当

商
工
会
議
所
の
取
り
組
み
を

ご
勘
案
い
た
だ
き
、Ｊ
Ｒ
箕
島

駅
か
ら
天
王
寺
駅
ま
で
の
直

通
快
速
電
車
の
増
便
に
つ
い

て
お
願
い
し
た
い
。

　

当
商
工
会
議
所
一
階
で
営

業
し
て
お
り
ま
す
「
特
産
品

販
売
所
あ
り
太
く
ん
」
が

十
二
月
八
日（
土
）よ
り
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
い
た

し
ま
す
。

　

商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
も
充

実
さ
せ
、
各
商
品
も
見
や
す

く
配
置
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
に
際
し
、
粗
品
プ

レ
ゼ
ン
ト（
数
に
限
り
あ
り
）

を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

是
非
ご
来
店
下
さ
い
。

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
年

末
調
整
の
基
礎
か
ら
源
泉
徴

収
票
作
成
の
仕
方
に
つ
い
て

の
説
明
会
を
以
下
の
通
り
開

催
す
る
。

○�

日
時
…
平
成
三
十
年
十
二

月
十
二
日（
水
）

　

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

○�

会
場
…
紀
州
有
田
商
工
会

　
　
　

議
所
六
階

○
内
容

①
年
末
調
整
と
は

②
年
末
調
整
の
手
順

③�

「
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
」

作
成

○�

講
師
…
紀
州
有
田
商
工
会

　
　
　

議
所

　
　
　
　

記
帳
指
導
員

○
参
加
費
…
無
料

○
問
・
申
込
…

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

℡
八
三
―
四
七
七
七

　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
起

業
に
興
味
の
あ
る
方
、
既
に

創
業
計
画
を
お
持
ち
の
方
、

開
業
後
間
も
な
い
方
、
経
営

計
画
の
作
成
な
ど
に
関
心
が

あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
「
創

業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
三
回
シ

リ
ー
ズ
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

○�

日
時
…
平
成
三
十
一
年
一

月
十
九
日（
土
）、一
月
二

十
六
日（
土
）、二
月
二
日

（
土
）

◦�

各
日
と
も
十
三
時
三
十
分

～
十
六
時
三
十
分

○
会
場
…
商
工
会
議
所　

　
　
　
　

六
階
会
議
室

○
内
容

【
一
月
十
九
日
】

◎�

創
業
の
た
め
の
基
本
知

識
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の

立
て
方

◦�

講
師
：
㈱
紀
の
州
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ　

　

中
小
企
業
診
断
士

　
　

濱
田
智
司
氏

【
一
月
二
十
六
日
】

◎�

創
業
し
て
か
ら
の
販
路
開

拓
、
人
を
雇
用
す
る
と
き

の
基
本
知
識

◦�

講
師
：
㈱
紀
の
州
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ　

　

中
小
企
業
診
断
士

　
　

濱
田
智
司
氏

【
二
月
二
日
】

◎�

創
業
資
金
等
の
融
資
制
度

及
び
資
金
計
画
の
立
て
方

◦�
講
師
：
日
本
政
策
金
融
公

庫
和
歌
山
支
店　

国
民
生

活
事
業　

　

融
資
第
二
課
課
長　

横
尾
寿
雄
氏

◎�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
効
果
的

な
店
舗
や
商
品
の
Ｐ
Ｒ
方

法
◦�

講
師
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー

○
参
加
費
…
無
料

○
申
込
・
問
…
商
工
会
議
所

　

℡
八
三
―
四
七
七
七

　

ま
ず
県
下
七
商
工
会
議
所

の
共
通
重
要
要
望
事
項
と
し

て
十
一
項
目
の
要
望
を
行
っ

た
。

一
．�

中
小
企
業
の
存
続
と
経

営
力
の
向
上
を
図
る
た

め
の
販
路
開
拓
支
援
や

新
技
術
開
発
支
援
等
、

幅
広
い
施
策
の
拡
充
・

強
化
に
つ
い
て

二
．�

小
規
模
企
業
対
策
（
小

規
模
事
業
者
経
営
支
援

事
業
）の
一
層
の
拡
充
・

強
化
な
ら
び
に
経
営
指

導
員
等
の
人
件
費
を
は

じ
め
と
し
た
予
算
の
拡

充
に
つ
い
て

三
．�

中
小
企
業
金
融
対
策
の

拡
充
・
強
化
に
つ
い
て

四
．�

中
心
市
街
地
活
性
化
対

策
の
拡
充
・
強
化
な
ら

び
に
商
業
・
商
店
街
の

活
性
化
に
つ
い
て

五
．�

観
光
客
の
誘
致
と
観
光

ル
ー
ト
の
開
発
な
ら
び

に
観
光
資
源
の
整
備
促

進
に
つ
い
て

六
．�
事
業
承
継
の
円
滑
化
並

び
に
創
業
、
経
営
革
新

支
援
や
後
継
者
育
成
事

業
に
つ
い
て

七
．�

地
場
産
業
振
興
策
の
推

進
と
新
産
業
創
出
支
援

な
ら
び
に
企
業
誘
致
の

推
進
に
よ
る
雇
用
確
保

に
つ
い
て

八
．�

社
会
資
本
整
備
の
充
実

に
つ
い
て

九
．�

産
業
廃
棄
物
最
終
処
分

所
の
早
期
確
保
に
つ
い

て

十
．�

東
南
海
・
南
海
地
震
や

大
規
模
自
然
災
害
の
発

生
を
想
定
し
た
危
機
管

理
体
制
の
確
立
に
つ
い

て

十
一
．�

電
力
の
安
定
供
給
と

中
小
企
業
の
節
電
対

策
等
へ
の
支
援
拡
充

に
つ
い
て

　

そ
の
後
、
各
商
工
会
議
所

の
単
独
要
望
を
提
出
。
当
商

工
会
議
所
か
ら
は
四
項
目
の

要
望
を
行
っ
た
。

一
．�

国
道
四
十
二
号
線
有
田

海
南
道
路
の
早
期
完
成

に
向
け
て
の
推
進
に
つ

い
て

　

国
道
四
十
二
号
線
は
有
田

市
海
南
間
で
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
寺
に
は
慢
性
的
に
交
通

渋
滞
が
続
い
て
お
り
、
こ

れ
を
打
開
す
る
た
め
、
国
道

四
十
二
号
線
有
田
海
南
道
路

（
バ
イ
パ
ス
）
と
国
道
四
十

二
号
線
と
あ
わ
せ
て
四
車
線

化
（
上
下
各
二
車
線
）
に
す

る
計
画
で
、
現
在
、
橋
り
ょ

う
部
の
工
事
が
す
す
め
ら
れ

て
い
る
。

　

地
元
有
田
市
に
お
い
て

も
、
現
在
、
住
宅
地
の
買
収

等
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
交
通
渋
滞
の
解

消
と
利
便
性
の
向
上
及
び
地

震
、
津
波
で
の
避
難
場
所
と

し
て
の
役
割
、
災
害
時
の
代

替
道
路
な
ど
必
要
不
可
欠
な

道
路
で
あ
る
の
で
早
期
事
業

完
成
に
向
け
て
、
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
た
い
。

二
．�

地
震
津
波
対
策
と
し
て

の
有
田
川
の
浚
渫
、
堤

防
強
化
工
事
の
推
進
、

箕
島
南
北
道
路
の
整
備

促
進
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
、
熊
本
地

震
に
よ
り
、
企
業
の
危
機
管

理
及
び
住
民
の
防
災
意
識
が

よ
り
切
実
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
東
南
海
・
南
海
地
震
の

発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
、
有
田
市
で
は
津

波
が
一
〇
・
二
ｍ
ま
で
達
す

る
と
の
予
想
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
有
田
川
は
、

土
砂
の
堆
積
が
著
し
く
、
浚

渫
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い

る
と
と
も
に
堤
防
強
化
に
つ

い
て
も
従
来
以
上
に
求
め
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

堤
防
強
化
に
つ
い
て
は
、

現
在
、有
田
川
北
岸
の
港
地

区
で
工
事
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、よ
り
一
層
、早
期

完
成
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。毎
年
、少
し
ず
つ
浚

渫
工
事
に
取
り
組
ん
で
頂
い

て
い
ま
す
が
、引
き
続
き
有

田
川
浚
渫
工
事
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。ま
た
、中

心
市
街
地
の
箕
島
地
区
は
、

非
常
に
狭
隘
な
場
所
が
多

く
、災
害
等
に
対
す
る
避
難

道
と
し
て
の
箕
島
南
北
道
路

に
つ
い
て
は
、地
積
調
査
が

終
了
し
、有
田
市
に
お
い
て

も
整
備
に
向
け
て
準
備
中
で

あ
る
た
め
諸
事
情
を
勘
案

し
、こ
れ
ら
の
整
備
促
進
に

つ
い
て
ご
尽
力
を
お
願
い
し

た
い
。

三
．�「
地
域
資
源
館
」
の
建

設
要
望
に
つ
い
て

　

二
〇
一
七
年
の
訪
日
外
国

人
は
二
，
八
六
九
万
人
と
過

去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
に
伴
い
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
消
費
は
前
年
比
十
七
・

八
％
増
の
四
兆
四
一
六
一
億

円
で
過
去
最
高
額
で
す
。

　

政
府
は
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
る
二
〇
二
〇
年
に
は
四
，

五
〇
〇
万
人
の
訪
日
客
を
目

指
し
て
お
り
ま
す
。

　

各
地
域
で
は
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
の
確
保
に
向
け
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
和
歌
山
県
に
お
い

て
も
、
高
野
山
、
熊
野
古
道

等
世
界
遺
産
が
あ
り
大
勢
の

外
国
人
客
が
訪
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
様
な
中
、
イ
ン
バ

12月1日、2日、3日、4日の4日間限り有効

切り取り線切り取り線
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正
社
員
、パ
ー
ト
、ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
、雇
用
形
態
に
か

か
わ
ら
ず
、一
人
で
も
労
働

者
を
雇
っ
て
い
る
場
合
、事

業
主
は
、労
働
保
険
に
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
、そ
の
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
和
歌
山
労
働

局
、最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご

相
談
下
さ
い
。

事
業
所
の
人
材
確
保
と
求

職
者
の
就
職
を
支
援
す
る
こ

と
た
め
、
当
商
工
会
議
所
、

有
田
市
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯

浅
の
共
催
で
「
第
八
回
有
田

就
職
フ
ェ
ア
」
を
十
一
月
二

十
二
日（
木
）に
開
催
し
た
。

当
日
は
、
有
田
郡
市
内

等
か
ら
三
十
一
事
業
所
を
得

て
、
求
職
者
と
の
面
談
会
及

び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
湯
浅
、
若

者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
各
種
相
談
会
を
実
施

し
た
。

一
般
求
職
者
、
来
春
卒
業

予
定
者
の
新
卒
者
な
ど
延
べ

四
十
二
名
が
面
談
を
受
け
盛

大
裡
終
了
し
た
。

年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

平
成
三
十
年
度 

有
田
市
文
化
賞

紀
州
有
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
サ
ン
タ
訪
問
募
集
中

会
員
親
睦
旅
行
を
実
施

創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ　

労
働
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
か
？

地
域
団
体
商
標
と
地
理
的
表
示

（
Ｇ
Ｉ
）説
明
会

第
十
八
回
有
田
ふ
る
さ
と

う
ま
い
も
ん
ま
つ
り
盛
大
に
開
催

特
産
品
販
売
所
あ
り
太
く
ん

十
二
月
八
日
よ
り

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
に
座
布
団
を
寄
贈

～
女
性
会
～

第
八
回
有
田
就
職
フ
ェ
ア

盛
大
に
開
催

　

一
般
社
団
法
人
和
歌
山
県

発
明
協
会
と
当
商
工
会
議
所

で
は
、「
地
域
団
体
商
標
」の
更

な
る
活
用
と
、海
外
展
開
を
見

据
え
た
「
地
理
的
表
示
（
Ｇ

Ｉ
）保
護
制
度
」の
活
用
を
目

的
に
、専
門
家
を
お
招
き
し
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

○�

日
時
…
平
成
三
十
一
年
一

月
二
十
三
日（
水
）十
三
時

三
十
分
～
十
六
時

○�

会
場
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所
六
階　

会
議
室

○
内
容

①�「
地
域
団
体
商
標
と
地
理
的

表
示
の
活
用
に
つ
い
て
」

②�

個
別
相
談
会
（
希
望
者
の

み
）

○�

講
師
…
え
る
だ
法
律
特
許

事
務
所

　

弁
理
士　

大
久
保
秀
人 

氏

○�

申
込
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所

　

℡
八
三
―
四
七
七
七
ま
で

　

有
田
市
は
、
市
文
化
の
発

展
に
貢
献
し
た
と
認
め
ら
れ

る
個
人
、
団
体
に
対
し
、
そ

の
功
績
を
た
た
え
表
彰
す
る

「
有
田
市
文
化
賞
」
の
受
賞

式
を
十
一
月
十
三
日（
火
）有

田
市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
っ
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
以
下

の
通
り
。

○
文
化
賞

　

成
川　

守
彦 

氏

○
文
化
功
労
賞

　

有
田
市
宮
原
愛
郷
会

○
文
化
奨
励
賞

　

藤
本　

忠
信 

氏

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
女

性
会
（
田
邊
定
子
会
長
）
は
、

地
域
振
興
事
業
の
一
環
と
し

て
、
十
一
月
十
五
日（
木
）、

Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
に
座
布
団
を
寄

贈
し
た
。

　

当
日
は
当
商
工
会
議
所
女

性
会
会
員
十
名
が
箕
島
駅
を

訪
れ
、
待
合
室
の
椅
子
へ
寄

贈
し
た
座
布
団
を
敷
い
た
。

　

綺
麗
な
座
布
団
に
入
れ
替
え
、

電
車
の
待
ち
時
間
を
快
適
に
過

ご
せ
る

よ
う
に

な
っ
た
。

文　
　
　

綛
田　

隆
信

　
　
　

写　

真　
　

児
嶋　

佑
起

里
ご
よ
み
◯

い
つ
も
の
散
歩

　
い
つ
も
の
散
歩
道
、
有
田
大
橋
に
上
が
る
。
川
上
の
中
程
に

水
鳥
た
ち
が
浮
か
ん
で
い
る
。
川
下
の
中
洲
に
白
波
が
寄
せ
て

い
る
。
北
風
に
押
さ
れ
て
南
詰
め
に
至
る
。

　「
た
ち
う
お
の
漁
獲
量
日
本
一
」
反
対
側
に
は
「
黒
潮
か
お
る

み
か
ん
の
里
有
田
市
」
の
看
板
。
す
ぐ
脇
に
、
す
っ
か
り
落
葉

し
た
櫨
の
実
が
た
く
さ
ん
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。
櫨
は
田
中
善

吉
翁
が
江
戸
時
代
に
薩
摩
か
ら
移
入
し
て
、
和
ろ
う
そ
く
を
作

り
産
業
振
興
に
尽
力
し
、
今
は
箕
嶋
神
社
境
内
に
田
中
神
社
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

　
ふ
と
振
り
返
る
と
水
鳥
た
ち
が
箕
島
の
川
岸
に
移
動
し
て
い

る
。
正
に
浮
寝
鳥
。
国
道
交
叉
点
を
越
え
る
。
警
察
署
横
の
江

戸
時
代
に
雑
賀
屋
長
兵
衛
が
開
い
た
雑
賀
地
に
掛
か
る
新
田
橋

に
着
く
。
続
い
て
浄
妙
寺
の
女
坂
を
登
る
。

　
境
内
に
川
端
龍
子
の
「
蜜
柑
山
眺
め
て
お
は
す
佛
か
な
」
の

句
碑
が
建
っ
て
い
る
。
佛
様
が
眺
め
て
い
た
蜜
柑
山
は
黄
金
色

か
ら
緑
の
山
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
て
い
る
。
ま
た
黄
葉
し
て
い

た
大
銀
杏
は
す
っ
か
り
葉
を
落
と
し
て
裸
木
と
な
っ
て
い
る
。

　
み
か
ん
海
道
に
続
く
急
坂
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
若
者
に
出
会

う
。
声
を
掛
け
る
も
返
答
な
し
。
も
っ
と
も
上
り
急
勾
配
な
の

で
無
理
は
な
い
。
有
田
大
橋
が
真
下
に
見
え
る
寒
林
で
一
休
み
。

若
い
頃
な
ら
タ
バ
コ
で
一
服
だ
が
、
今
は
禁
煙
の
身
な
ら
ば

　「
寒
林
に
あ
り
口
中
に
飴
ひ
と
つ
」　
　
福
田
孝
雄

44

0120−34−1162

場所：紀州有田商工会議所
相談員：滝本弁理士
　　　　和歌山県発明協会　
　　　　担当者　
商標登録、特許申請など
　特許、発明に関するご相談
電話予約優先です。

電話（0737）83−4777

時間：午後７時～午後９時
　　　（各日とも）
場所：商工会議所６階会議室
講師：�濱田智司氏（中小企業

診断士）、吉川誠人氏
（紀州まちづくり舎）

内容：
・サービス・差別化のポイント
・�お客様を惹きつける販促イ
ベント事業

場所：商工会議所６階会議室

講師：商工会議所記帳指導員

内容：年末調整の仕方

　　　マイナンバー制度への対応

　　　今年度の税制改正のポイント

　　　決算準備に係る説明　等

申込：商工会議所まで

ウ
ン
ド
消
費
と
伴
う
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
和
歌
山
県

か
に
お
い
て
は
、
和
歌
山
の

資
源
・
産
品
を
活
用
し
た
特

産
品
等
が
多
々
あ
り
ま
す
。

し
か
る
に
和
歌
山
県
内
の
特

産
品
を
一
同
に
会
す
る
施
設

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、地
方
創
生
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
、こ
の
よ
う
な
施
設
が

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

有
田
市
に
は
県
の
施
設
が
一

つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。有
田
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
、

趣
旨
を
く
み
と
り
有
田
市
内

に
「
地
域
資
源
館
」の
建
設
を

要
望
い
た
し
ま
す
。

四
．�

Ｊ
Ｒ
天
王
寺
駅
直
通
快
速

電
車
の
増
便
に
つ
い
て

　

有
田
市
の
人
口
は
、
昭
和

四
四
年
三
六
，
八
八
二
人
で

あ
っ
た
が
、
平
成
三
十
年
二

八
，
五
四
八
人
と
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す

れ
ば
、
二
〇
四
〇
年
に
は
二

〇
，
二
三
二
人
ま
で
減
少
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
定
住

人
口
を
増
や
す
対
策
が
早
急

に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雇
用
問
題
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
有
田
市
内
事

業
所
は
、
求
人
募
集
を
し
て

も
人
が
集
ま
ら
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。
労
働
人
口

を
増
や
す
た
め
に
は
、
市
外

か
ら
の
人
材
確
保
が
必
要
で

す
。
市
外
か
ら
有
田
市
内
事

業
へ
の
就
職
希
望
者
の
流
入

を
図
る
た
め
の
対
策
と
合
わ

せ
、
地
元
定
住
を
希
望
し
て

い
る
高
校
生
、
大
学
生
に
、

自
宅
か
ら
大
阪
市
内
、
大
阪

府
下
の
事
業
所
に
通
え
る
就

職
活
動
を
支
援
す
る
と
共

に
、
有
田
市
と
協
力
し
て
現

在
大
阪
市
や
和
歌
山
市
等
の

～【特別育成訓練コース】有期実習型訓練のお勧め～

非正規雇用労働者に対する訓練を通じて自社のニーズに合った人材の
育成確保をしませんか？

◆ OJT（実習）実施助成  1人1時間当たり760円 
　〈960円〉 （665円 〈840円〉）
◆ Off-JT（座学等）賃金助成  1人1時間当たり760円 　
　〈960円〉 （475円 〈600円〉）
　経費助成　1人当たり 訓練時間数に応じた額

※ 〈　  〉内は生産性*の向上が認められる場合の額、(  　)は大企業の場合
＊生産性要件の概要等については厚生労働省のホームページまたはリーフレット等をご覧ください。

※ 事業主が負担した実費が上記を下回る場合は実費を限度とします。

ジョブ・カードを活用して、非正規雇用労働者を対象に、自社の業種に即した
OJT( 実習 ) と Off-JT( 座学等 ) を組み合わせた訓練を 3 ～ 6 ヶ月間行うものです。
◆ジョブ ･ カードとは
・キャリア ･ プランシート：目標とする働き方などを記入
・�職務経歴シート：今までの職務内容、職務で学んだことを記入
・職業能力証明シート：①免許・資格

②教育機関・内容
③訓練生の職業能力評価

ジョブ・カードを活用した有期実習型訓練を実施する企業を支援します
～ご相談だけでも結構ですので、お気軽にご連絡ください～

〒 640-8567 和歌山市西汀丁 36 番地  TEL：073-421-3113  FAX：073-422-1117
和歌山商工会議所 和歌山県地域ジョブ・カードセンター

有期実習型訓練とは

事業主の皆様へ

人材開発支援助成金 利用できます

3 種類を記入

訓練時間　
100時間未満
100時間以上・200時
間未満
200時間以上

助成額　
10万円( 7万円)
20万円(15万円)

30万円(20万円)

自然の力を利用した光触媒の3つの力

株式会社  上 野 山 塗 工 所
空気浄化防　　汚 抗カビ・防藻
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日 月 火 水 木 金 土
１

２ ３
●経営窓口相談

４� ５
●正副会頭会
●�ふるさとうま
いもんまつり
実行委員会
●マル経審査会

６
●広報委員会

７�
●�紀文まつり
実行委員会

８�
●�青年部
県連役
員会

９ 10
●経営窓口相談
●記帳税務相談
●労務相談

11
●�メンタルヘ
ルス
●年金相談

12
●�年末調整説
明会

13� 14 15�

16 17
●経営窓口相談

18
●発明相談

19 20� 21 22
●�青年部
サンタ
事業

23
天皇誕生日

24
振替休日

25�
●経営窓口相談
●記帳税務相談

26 27 28 29

30 31

大 工事の山地隧道

◎　

応
募
締
め
切
り
＝
十
二
月
十
日
（
消
印
有
効
）

◎　

発
　
表
＝
一
月
号
で

◎　

�

官
製
は
が
き
に
十
二
月
号
と
明
記
の
う
え
十
二
月
号
で

良
か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内
の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
答
え

を
書
い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た
だ
い
た
感
想
の
中
か
ら

趣
旨
を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や
割
愛
し
て
「
市
民
の

窓
」に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
匿
名
希
望
も
可
）

◎　

あ
て
先
＝
〒
六
四
九
―
〇
三
九
八

　
　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所『
商
工
ニ
ュ
ー
ス  

パ
ズ
ル
係
』。

◎　

応
募
は
が
き
に
は
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を 

　
　

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎　

賞
　
品
＝
七
月
～
十
二
月
号
対
象
に
抽
選

◎　

�

十
一
月
号
の
正
解
は「
ク
ロ
ベ
ダ
ム
」で
し
た
。

　

耕
地
改
良
の
た
め
余
り
例

の
な
い
大
工
事
が
起
こ
さ
れ

ま
し
た
。
山
地
隧
道
の
開
墾

で
す
。

　

昔
よ
り
山
地
・
野
は
保
田

村
と
同
じ
く
有
田
川
の
堤

防
と
中（
ち
ゅ
う
）山
脈（
さ

ん
み
ゃ
く
）に
よ
っ
て
囲
ま

れ
た
地
で
、
中
で
も
千
田
・

野
・
山
地
の
大
部
分
の
耕
地

は
最
も
低
く
、
常
に
湿
つ
い

て
お
り
一
時
長
い
雨
が
続
く

と
、
排
水
が
悪
く
幾
日
も
水

浸
り
と
な
り
収
穫
を
保
つ
こ

と
は
、
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
普
通
に
収
穫
出
来
る

の
は
五
年
に
一
度
位
で
常
に

水
害
を
被
っ
て
い
ま
し
た
。

従
っ
て
裏
作
等
は
思
い
も
よ

ら
ず
、千
田
で
約
二
十
町
歩
・

野
・
山
地
で
は
約
十
五
町
歩

は
こ
の
難
を
免
れ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

昔
か
ら
千
田
の
排
水
隧
道

と
野
村
に
二
ヶ
所
の
土
を
堀

り
上
げ
排
水
路
を
造
っ
た

「
ユ
リ
」
が
あ
っ
た
ば
か
り

で
、
年
々
の
災
害
に
悩
ま
さ

れ
た
人
々
は
、
山
地
に
も
こ

の
様
な
排
水
隧
道
開
墾
を
し

よ
う
と
の
気
運
が
明

治
三
十
年
頃
（
一
八

九
七
）
起
こ
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、

排
水
設
備
を
設
け
る

こ
と
が
決
ま
り
、
山

地
の
北
を
流
れ
る
中

尾
川
を
改
修
し
て
、

山
田
坪
の
方
向
に
水

路
を
付
け
、
山
地
原
・

西
陰
の
下
を
堀
削
し

て
水
路
を
高
田
の
浜

に
開
こ
う
と
し
た
の

で
す
。

　

設
計
を
県
に
依
嘱

し
、
箕
島
町
の
事
業

と
し
て
、明
治
三
十
二
年（
一

八
九
九
）
起
工
し
ま
し
た
。

　

時
の
町
長
山
本
弥
太
郎
氏

が
開
削
委
員
長
と
な
り
、
千

田
・
野
・
山
地
の
代
表
が
委

員
と
な
り
工
事
の
進
捗
を
図

り
ま
し
た
。
工
事
七
、
八
分

ま
で
進
捗
し
た
と
き
請
負
工

事
主
が
雲
隠
れ
し
た
為
訴
訟

問
題
と
な
り
、
工
事
が
遅
れ

ま
し
た
が
、
残
事
業
は
苦
難

の
中
で
竣
工
し
ま
し
た
。
し

か
し
排
水
隧
道
の
両
方
面
か

ら
の
堀
削
上
下
三
尺（
九
十
・

九
セ
ン
チ
）
の
く
い
違
い
を

生
じ
、こ
れ
も
苦
難
中
解
決
、

遂
に
明
治
三
十
四
年
（
一
九

〇
一
）
十
月
こ
の
大
工
事
を

完
成
し
ま
し
た
。

　

排
水
隧
道
長
さ
二
百
三
十

間（
約
四
百
十
四
メ
ー
ト
ル
）

巾
七
尺
（
約
二
百
十
二
・
一

セ
ン
チ
）
立
六
尺
（
約
百
八

十
一
・
八
セ
ン
チ
）
工
事
費

用
二
万
二
千
円
（
約
四
億
四

千
万
円
）
工
事
途
中
の
不
始

末
で
三
千
円（
約
六
千
万
円
）

の
増
と
な
り
、
財
政
面
で
も

大
変
苦
し
み
ま
し
た
が
、
時

の
有
田
郡
長
野
田
四
郎
氏
の

協
力
に
よ
り
各
地
区
負
担
と

し
解
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
山
地
隧
道
・
千
田
隧

道
と
立
神
ユ
リ
に
よ
り
ま
し

て
、
こ
の
地
方
の
排
水
が
良

く
な
り
、
沼
地
が
揚
田
と
な

り
こ
の
恩
恵
は
計
り
知
れ
な

い
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。

提
供
・
有
田
市
文
化
協
会

最
優
秀
賞

俳
句
の
部
（
小
学
校
）

レ
ン
ズ
ご
し
手
が
と
ど
き
そ

う
あ
ま
の
川

　
　

保
田
小
学
校 

五
年

 　
　
　
　

上
野
山
ゆ
ず

短
歌
の
部
（
小
学
校
）

た
の
し
み
は
年
輪
か
け
て
焼

き
あ
げ
た
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

は
が
し
と
る
時

　
　

箕
島
小
学
校 

六
年

　
　
　
　
　

佐
津
由
萌

俳
句
の
部
（
中
学
校
）

「
あ
り
が
と
う
」普
段
の
思
い

母
の
日
に

　
　

箕
島
中
学
校　

一
年

谷
桔
平

短
歌
の
部
（
中
学
校
）

夏
空
に
か
け
よ
る
雲
が
雨
降

ら
し
赤
く
そ
ま
っ
た
街
冷
や

し
て
く

　
　

箕
島
中
学
校　

一
年

上
田
蘭
菜

俳
句
の
部
（
一
般
）

夫
に
な
き
老
後
を
生
き
て
青

み
か
ん

　
　
　
　
　
　

谷
中
節
子

短
歌
の
部
（
一
般
）

片
陰
に
よ
り
て
始
め
る
立
ち

話 

井
戸
な
き
井
戸
端
会
議

は
続
く

　
　
　
　
　
　

東
山
日
出
美

　

子
育
て
に
つ
い
て
学
び
・

考
え
る
場
＂
親
こ
み
ゅ
＂を

開
催
し
ま
す
。

○�

日
時
…
十
二
月
二
十
二
日

（
土
）九
時
三
十
分
～
十
一

時
三
十
分

○�

場
所
…
有
田
市
民
会
館
第

一
会
議
室

○�

対
象
…
四
歳
～
十
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者

○�

講
師
…
キ
ッ
ズ
・
マ
ネ
ー
・

ス
ク
ー
ル
認
定
講
師

　

小
山
葵 

氏

○�

定
員
…
子
ど
も
が
先
着
二

十
名
ま
で

○�

参
加
費
…
子
ど
も
・
保
護

者
と
も
一
名
に
つ
き
一
〇

〇
円

○�

持
ち
物
…
色
鉛
筆
、は
さ

み
○�

申
込
先
…
有
田
市
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
（
℡
八
三

―
一
一
一
一
）

　

�

子
育
て
世
代
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー

（
℡
八
三
―
一
四
七
〇
）

○�

日
時
…
平
成
三
十
年
十
二

月
二
十
五
日（
火
）

　

�

九
時
三
十
分
～
十
一
時
三

十
分

　

�

十
三
時
三
十
分
～
十
五
時

三
十
分

○�

会
場
…
有
田
市
文
化
福
祉

セ
ン
タ
ー

○�

対
象
…
市
内
在
住
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
（
各
部

先
着
四
十
名
・
小
学
三
年

以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○�

参
加
費
…
三
〇
〇
円
（
当

日
徴
収
）

○�

準
備
物
…
申
込
み
の
際
に

ご
確
認
下
さ
い
。

○�

申
込
…
午
前
の
部
か
午
後

の
部
か
を
選
び
十
二
月
十

四
日（
金
）ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

○�

有
田
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

　

℡
八
三
―
一
一
一
一

（
内
線
二
九
七
・
二
九
六
） 　

今
回
の
児
嶋
○
○
す
る

は
、
先
月
、
十
一
月
三
日
に

有
田
広
域
観
光
実
行
委
員
会

の
主
催
で
行
わ
れ
た
「
和

歌
山
県
有
田
地
域
歴
史
探
索

フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク
」
の
参
加

報
告
と
す
る
。

　

こ
の
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク

は
、「
和
歌
山
歴
史
物
語
」

の
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
基
礎

に
、
歴
史
を
学
び
な
が
ら
写

真
撮
影
を
し
、
新
た
な
観
点

か
ら
有
田
地
域
の
魅
力
を
知

る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

た
。
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク
と
い

う
こ
と
で
、
写
真
家
の
照
井

四
郎
先
生
よ
り
各
撮
影
ポ
イ

ン
ト
で
撮
影
方
法
を
レ
ク

チ
ャ
ー
頂
い
た
。

　

カ
メ
ラ
を
片
手
に
紀
伊
宮

原
駅
を
出
発
。
宮
原
橋
を
渡

り
糸
我
側
の
堤
防
沿
い
を
歩

い
て
い
く
。
こ
の
堤
防
を
通

る
の
は
、
高
校
在
学
時
代
の

マ
ラ
ソ
ン
大
会
以
来
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
あ
ら
た
め
て

通
る
と
、
道
端
の
草
木
や
風

景
な
ど
、
写
真
の
被
写
体
に

適
し
た
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
。

　

国
道
四
十
二
号
を
横
断
し

得
生
寺
へ
到
着
。
寺
内
で
自

由
撮
影
時
間
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
色
々
な
も
の
を
撮
影

し
て
い
く
。

　

得
生
寺
、
会
式
の
地
蔵
菩

薩
の
面
、
お
堂
内
、
庭
の
猫

等
々
。
…

 　
得
生
寺
の
次
に
向
か
っ
た

の
は
、
糸
我
稲
荷
大
社
。

　

日
本
で
最
初
に
創
建
さ
れ

た
稲
荷
神
社
で
あ
る
こ
ち
ら

で
も
自
由
撮
影
時
間
と
い
う

こ
と
で
、撮
影
を
し
て
い
く
。

 　
糸
我
稲
荷
大
社
を
出
て
、

来
た
道
を
戻
り
、
橘
家
に
て

昼
食
後
、
宮
原
町
須
谷
で
み

か
ん
狩
り
。

　

こ
ち
ら
で
は
、
み
か
ん
狩

り
を
し
な
が
ら
、
撮
影
を
行

う
。
み
か
ん
を
獲
り
、
写
真

を
撮
り
、
み
か
ん
を
獲
り
、

写
真
を
撮
り
…
…

 　
み
か
ん
狩
り
の
農
園
を
出

発
し
早
和
果
樹
園
「
味
一
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｐ
」に
立
ち
寄
っ
た
後
、

ゴ
ー
ル
で
あ
る
紀
伊
宮
原
駅

へ
と
戻
っ
て
き
た
。

　

万
歩
計
を
見
て
み
る
と
歩

行
距
離
約
四
キ
ロ
で
あ
っ

た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

歴
史
的
な
事
を
知
る
こ
と

が
出
来
た
が
、
何
よ
り
「
歩

く
」
こ
と
で
こ
ん
な
に
も
道

中
に
被
写
体
が
あ
る
も
の

か
と
、
発
見

す
る
機
会
と

な
っ
た
。

進
の
碑
、
紀
文
の
碑
等
が
建

ち
子
供
用
遊
具
等
も
あ
り
有

田
公
園
の
用
地
等
を
有
田
市

に
お
引
き
取
り
願
い
た
く

寄
附
を
申
し
出
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
地
は
高
速
道
路
の

有
田
川
町
の
出
入
口
よ
り
有

田
市
の
玄
関
口
と
な
り
ま
す

の
で
有
田
市
の
観
光
等
何
と

か
御
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

　

先
祖
代
々
私
達
が
維
持
管

理
し
て
参
り
ま
し
た
が
糸
我

町
地
蔵
堂
安
生
寺
は
都
合
に

よ
り
廃
寺
の
た
め
法
的
解
散

手
続
き
中
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
過
程
と
し
て
有
田
み
か
ん

先
祖
の
碑
及
び
歌
会
始
の
詠

申
し
上
げ
ま
す
。

（
安
生
寺
旧
関
係
者

　

伊
藤
敏
彦
）

◆

　

み
か
ん
の
収
穫
が
始
ま
り

ま
し
た
。
農
家
の
方
は
体
調

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
（
山
地　

森
川
京
子
さ
ん
）

◆

　

有
田
み
か
ん
の
記
事
を
読

み
、
み
か
ん
の
ル
ー
ツ
を
知

り
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

（
下
中
島　

森
上
範
子
さ
ん
）

◆

　

蜜
柑
山
の
見
え
る
図
書
館

は
素
敵
な
写
真
で
す
。
東
京

に
居
る
息
子
夫
婦
に
見
せ
て

上
げ
ま
す
。

（
宮
原
町　

久
保
博
子
さ
ん
）

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

◆�

ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
～
就
園
前
）

○
日
時
…
十
二
月
六
日（
木
）

十
時
三
十
分
～

◦
内
容
：
絵
本
読
み
聞
か
せ

◆�

シ
モ
ン
，Ｓ
ク
ラ
ブ

　（
中
高
生
向
け
）

①
日
時
：
十
二
月
九
日（
日
）

                    

十
三
時
三
十
分
～

②
十
二
月
十
六
日（
日
）

十
三
時
三
十
分
～

◦
内
容
：
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

◆�

水
曜
映
画
会

○
日
時
：
十
二
月
十
二
日（
水
）

　
　
　
　

十
四
時
～

◦
内
容
：「
ス
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」

◆�

ダ
グ
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

○
日
時
：
十
二
月
十
五
日（
土
）

　
　
　
　

十
四
時
～

◦
内
容
：
絵
本
読
み
聞
か
せ

◆�

本
活（
中
高
生
～
大
人
）

○
日
時
：
十
二
月
二
十
二
日（
土
）

十
時
三
十
分
～

◆�

有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
さ
さ
や
き
」さ
ん
に
よ
る

　
お
は
な
し
会（
子
ど
も
向
け
）

○�

日
時
：
十
二
月
二
十
二
日

（
土
）十
四
時
～

◦�

内
容
：
絵
本
。
紙
芝
居
読

み
聞
か
せ

◆�

読
聴
読
聴
音
読
会（
大
人
）

○
日
時
：
十
二
月
二
十
六
日（
水
）

　
　
　
　 

十
四
時
～

◦
内
容
：
本
や
文
書
を
音
読

◆�

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム（
毎
週

木
曜
日
）九
時
三
十
分
～

十
二
時

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

《
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ
》

　

年
内
の
最
終
開
館
日
は
十

二
月
二
十
七
日
（
木
）
で
す
。

以
下
の
期
間
は
休
館
で
す
。

◦�

十
二
月
二
十
八
日（
金
）～
平

成
三
十
一
年
一
月
三
日（
木
）

※�

年
始
は
一
月
四
日（
金
）か

ら
開
館

【
問
】
図
書
館

（
℡
八
二
―
三
二
二
〇
）

ひ
と
こ
と

▼�

オ
セ
ロ
の
世
界
大
会
で
三

十
六
年
ぶ
り
最
年
少
優

勝
、小
学
五
年
生
の
福
地

啓
介
く
ん
。将
棋
界
最
年

少
プ
ロ
で
三
十
一
年
ぶ
り

新
人
王
戦
最
年
少
優
勝
の

藤
井
聡
太
く
ん
。若
さ
、考

え
方
の
柔
軟
性
、情
報
収

集
、時
に
は
定
石
を
超
越

し
た
新
し
い
発
想
で
勝
ち

取
っ
た
も
の
だ
。

▼�

今
の
時
代
、日
本
に
居
な
が

ら
に
し
て
全
世
界
の
情
勢

や
、あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の

情
報
が
手
に
入
る
世
の
中
。

才
能
・
努
力
は
必
要
だ
が
、

昔
と
比
べ
簡
単
に
ほ
し
い

情
報
が
手
に
入
る
時
代
で

あ
る
が
故
の
快
挙
か
。

▼�

常
に
新
し
い
情
報
を
世
界

中
で
収
集
し
て
い
る
人
た

ち
が
い
る
。情
報
を
発
信

し
よ
う
と
思
っ
た
ら
、た

と
え
危
険
な
場
所
で
す
ら

誰
か
が
行
っ
て
、見
て
、発

信
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

情
報
は
入
っ
て
こ
な
い
。

人
質
と
な
っ
て
運
よ
く
解

放
さ
れ
た
が
、い
つ
殺
さ

れ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
生
き
た
心
地
は
し
な

か
っ
た
は
ず
だ
。賛
否
は

あ
る
だ
ろ
う
が
、こ
う
い

う
人
達
も
必
要
で
有
る
事

は
間
違
い
。

▼�

オ
セ
ロ
世
界
大
会
が
行
わ

れ
た
チ
ェ
コ
か
ら
の
帰
国

便
の
飛
行
機
の
機
長
は
福

地
く
ん
の
前
の
最
年
少
記

録
保
持
者
の
谷
田
さ
ん
。

全
日
空
も
粋
な
計
ら
い
を

す
る
も
の
だ
と
感
心
し
た

が
、前
記
録
保
持
者
が
日

本
で
有
っ
た
こ
と
も
知
ら

な
か
っ
た
。情
報
が
い
く

ら
簡
単
に
手
に
入
る
時
代

と
な
っ
て
も
、そ
の
情
報

を
フ
ェ
イ
ク
と
判
断
す
る

か
、真
の
情
報
を
ど
う
活

用
す
る
か
は
、見
る
手
の

「
自
己
責
任
」と
な
る
か
。

辻
本

　

十
月
下
旬
に
宮
崎
町
の
国

道
四
十
二
号
線
沿
い
に
引
っ

越
し
て
来
ま
し
た
「
と
こ
り

書
店
」
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

当
店
で
は
話
題
の
本
や
流

行
の
書
籍
は
仕
入
れ
る
よ
う

に
し
て
お
り
ま
す
が
、
お

探
し
の
本
が
な
け
れ
ば
お
取

り
寄
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
有
田
市
内
で
あ
れ
ば
配

達
も
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
申
し
付
け

下
さ
い
。
ま
た
、
本
、
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム
等
の
買
取

専
門
「
大
咲
堂
」
を
併
設
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
眠
っ
て

い
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
一
点
か
ら
で
も
査
定
い

た
し
ま
す
の
で
、
是
非
お
売

り
下
さ
い
。

　

カ
レ
ン
ダ
ー
や
家
計
簿
、

手
帳
、
年
賀
状
の
イ
ラ
ス
ト

集
も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
当
店
で
新
年
を
迎
え

る
準
備
を
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会員の声

と こ り 書 店
住所：有田市宮崎町 22-2

トコリビル１階
TEL.0737-83-5862
営業時間：9 時～ 23 時
定休日：第 2 日曜日
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第
十
三
回
有
田
市

文
芸
大
会
入
選
作
品

家
庭
教
育
支
援
講
座

“
親
こ
み
ゅ
”ご
案
内

十
二
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
は
、「
北
朝
鮮
人

権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す
～
有
田
警
察
署
～

平
成
三
十
一
年（
二
〇
一
九
年
）一
月
以
降
の

ｅ
―
ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て
～
湯
浅
税
務
署
よ
り
～

平
成
三
十
年
度
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

の
送
付
に
つ
い
て
～
協
会
け
ん
ぽ
よ
り
～

市
民
の
窓

A B C D E F

〔
フ
ォ
ト
ウ
ォ
ー
ク
す
る
〕
No.30

○
○
す
る

シ
リ
ー
ズ

児
嶋

紀州有田商工会議所 3階306号

TEL.0737−83−3371

紀州有田商工会議所　12月行事予定カレンダー

紀州有田商工会議所青年部

青年部活動を通じて自分を、
有田市を盛り上げていこう！

【加入資格】紀州有田商工会議所会員で満 16 歳～ 45 歳以下の方
【年会費】25,000 円　【入会金】5,000 円

新 入 会 員 募 集 中

有
田
市
図
書
館
よ
り

凧
作
り
教
室
ご
案
内

紀州有田商工会議所　１階　☎︎83−4777

お土産に、日常の調理に、お料理に
有田市の特産品、調味料、和歌山ラーメン等の品揃い

『まちの駅あり太くん』が皆さまの
お越しをお待ちしております

0737-83-1116
有田市野419-3

亀井看板塗装

塗装工事塗装工事塗装工事
防水工事防水工事防水工事 各種看板各種看板各種看板

有田市野 419-3
0737−83−1116

株 式 会 社  亀 井

社名変更
しました

 【タテのヒント】 
① �『竹取物語』に登場するお爺さん
② ○○も実力のうち
③ チケットが購入できるマシン
④ ○○○は○○○の風が吹く
⑤ ○○を入れる＝哀願すること
⑦ 季節に合わせて制服をチェンジ
⑨ コレだから歌は苦手なの
⑩ ベジタリアンの主食
⑪ 開演で上がり、終演で下りるもの
⑫ 亀とセットで、長寿の象徴の鳥

 【ヨコのヒント】 
① �ライオンは百獣の○○
③ 皮膚にたくさんある極小のくぼみ
⑥ 夫婦になって 50 年目の祝い
⑧ �○○○焼きは、和風の屋内バーベ

キュー
⑨ 考えや気持ち。○○○のたけ
⑪ コミック読み放題のカフェ
⑬本の巻頭に入れるイラスト
⑭ �野球で、踏まれるためにあるアイ

テム

　

毎
年
十
二
月
十
日
か
ら
十

六
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週

間
」と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

拉
致
問
題
な
ど
北
朝
鮮
当

局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は

社
会
全
体
で
取
り
組
む
べ
き

課
題
で
あ
り
、
警
察
で
は
拉

致
に
関
与
し
た
北
朝
鮮
工
作

員
や
「
よ
ど
号
」
犯
人
等
に

つ
い
て
、
逮
捕
状
の
発
付
を

得
て
国
際
手
配
を
行
う
な

ど
、
拉
致
容
疑
事
案
の
全
容

解
明
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

拉
致
被
害
者
と
判
断
し
て
い

る
方
以
外
に
も
、
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致
の
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
方
が
存
在
し
て
い

る
と
の
認
識
の
下
、
鋭
意
捜

査
・
調
査
を
推
進
し
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一

九
年
）
一
月
か
ら
、
個
人
納

税
者
の
方
が
ｅ
―
ｔ
ａ
ｘ
を

ご
利
用
に
な
る
場
合
以
外
の

二
つ
の
方
法
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
予
定
で
す
。

○�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方

式

○
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
方
式

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ｅ
―

ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
ｅ
―
ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
簡

便
化
の
概
要
に
つ
い
て
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

　

協
会
け
ん
ぽ
で
は
加
入
者

の
皆
さ
ま
に
受
診
さ
れ
た
医

療
機
関
や
医
療
費
等
を
確
認

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
年
一

回
、「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
事
業
所
へ
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
九
年
度
は
二
月

上
旬
か
ら
中
旬
に
お
届
け
し

ま
し
た
が
、
二
月
中
旬
よ
り

確
定
申
告
の
受
付
が
開
始
と

な
る
こ
と
を
考
慮
し
、
平
成

三
十
年
度
の
「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
は
平
成
三
十
一
年

一
月
下
旬
か
ら
二
月
上
旬
に

お
届
け
し
ま
す
。（
対
象
期

間
：
主
に
平
成
二
十
九
年
十

一
月
診
療
分
～
平
成
三
十
年

九
月
診
療
分
）。
平
成
二
十

九
年
分
の
医
療
費
控
除
の
申

告
手
続
き
か
ら
、「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
事
業
所
に
届
き
ま
し
た

ら
、
被
保
険
者
様
へ
配
布
い

た
だ
き
、
医
療
費
控
除
の
申

告
手
続
き
に
ご
活
用
下
さ

い
。

○�

平
成
二
十
九
年
分
の
確
定

申
告
か
ら
、
領
収
証
の
提

出
の
代
わ
り
に
、
医
療
費

控
除
の
明
細
書
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

○�

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」

を
添
付
す
る
と
、
医
療
費

控
除
の
明
細
の
記
入
を
省

略
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
、

領
収
書
の
保
管
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

商
工
文
芸 

十
二
月
作
品

思
い
が
け
ず
娘
一
家
に
招
か
れ
て
初
に
受
け
た
る
敬

老
の
宴

上
野
山
千
矢
子

軒
下
に
孫
の
ま
る
め
し
砂
だ
ん
ご
九
曜
の
紋
に
置
か

れ
固
ま
る

北
野　

惣
一

み
か
ん
山
そ
の
ま
た
奥
も
み
か
ん
な
り
有
田
の
峡
が

み
か
ん
に
染
ま
る

小
賀　

尚
子

遠
山
に
近
き
に
鳴
き
あ
う
梟
を
聞
き
て
い
る
夜
半
足

ら
い
て
眠
る

田
中　

久
恵

新
米
で
作
り
し
鯖
の
あ
せ
ず
し
を
木
箱
に
詰
め
る
姑

の
ご
と
く
に

中
西　

令
子

庭
隈
の
金
木
犀
が
匂
い
出
し
母
の
思
い
出
今
年
も
連

れ
来

脇
中　

郁
子

さ
び
れ
て
も
古
道
の
名
刹
広
利
寺
は
夕
暮
れ
の
風
堂

に
遊
ば
す

坂
本　

康
寛

父
が
植
え
母
も
詠
み
い
し
木
犀
の
甘
き
香
り
が
明
日

へ
の
エ
ー
ル

石
尾　

典
子

負
け
ま
し
た
振
り
回
さ
れ
る
大
人
た
ち
天
才
棋
士
は

や
わ
ら
か
く
笑
む

濵
地　

宏
子

短
　
　
歌


